
11
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
磐
梯
町
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
磐
梯
町
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
2-3
ペ
ー
ジ
）

（
関
連
記
事
2-3
ペ
ー
ジ
）

平
成

2
9
年
　

平
成

2
9
年
　
N
o
.6
4
7

N
o
.6
4
7

1111
月
号
月
号

み
ん
な
で
元
気
に

み
ん
な
で
元
気
に

　
　
　
ロ
ボ
ば
ん
じ
ぃ
体
操
！

　
　
　
ロ
ボ
ば
ん
じ
ぃ
体
操
！
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11
月
3
日
（
金
）
か
ら
５
日
（
日
）

ま
で
、
町
中
央
公
民
館
及
び
町
民
体
育

館
に
お
い
て
、「
磐
梯
町
文
化
祭
」
が

行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

3
日
（
金
）
の
磐
梯
町
文
化
祭
表
彰

式
で
は
、
町
長
の
式
辞
の
後
自
治
功
労

者
及
び
青
少
年
の
表
彰
、
続
い
て
農
産

物
品
評
会
表
彰
で
は
、
特
別
賞
と
金
賞

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
表
彰
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

磐
梯
町
文
化
祭

◆農産物品評会受賞者
賞 区 分 行 政 区 氏 名 受賞産品

特
別
賞

磐梯町長賞 法 正 尻 大 根
磐梯町議会議長賞 妙 法 原 サ サ ゲ
磐梯町農業委員会長賞 法 正 尻 ほうれん草
会津よつば農業協同組合長賞 赤 枝 ね ぎ
磐梯町観光協会長賞 赤 枝 白 菜

金　　賞

布 藤 グリーンカリフラワー

法 正 尻
キ ャ ベ ツ
ほうれん草

法 正 尻
バレイショ
大 根

法 正 尻
大 根
ほうれん草

法 正 尻 キ ャ ベ ツ
磨 上 白 菜
落 合 玉 ね ぎ
落 合 玉 ね ぎ

赤 枝
里 芋
白 菜

赤 枝 キ ャ ベ ツ
赤 枝 玉 ね ぎ

赤 枝
甘 柿
みしらず柿
玄 米

赤 枝 玄 米
赤 枝 里 芋

（敬称略・順不同）
　特別功労表彰
 （磐梯町水道委員　　　　１７年）
　
　功労表彰
 （大寺一区行政区長　　　１３年）
 （磐梯町農業委員会委員　１２年）
 （磐梯町農業委員会委員　　９年）

　善行表彰
 （磐梯町農業委員会委員　　6年）
 （磐梯町農業委員会委員  5年1月）
 （磐梯町民生委員・児童委員6年5月）
 （磐梯町民生委員・児童委員6年）
 （磐梯町民生委員・児童委員6年） 
　  （磐梯町民生委員・児童委員3年）
 （磐梯町民生委員・児童委員3年）
 （磐梯町民生委員・児童委員3年）
 （磐梯町民生委員・児童委員3年）

　
　青少年表彰
 （磐梯第二小学校　3年）
 　　第61回福島県書きぞめ展
 　　硬筆の部　小学校２年　書きぞめ大賞

 （会津学鳳中学校　3年）
 　　第14回全国中学生弓道大会
 　　JOCジュニアオリンピックカップ大会
　　  個人男子の部　優勝

（若松商業高等学校　卒業）
 　　第53回福島県選抜高等学校バスケットボール
　　 選手権大会兼第47回全国高等学校バスケッ
 　　 トボール選抜優勝大会福島県予選会  準優勝
 磐梯第一小学校　ほたるっ子緑の少年団
 　　平成28年度全日本学校緑化コンクール
　　  学校環境緑化の部　入選
 磐梯第一小学校　自転車部
　　  第51回交通安全子供自転車福島県大会
　　  団体準優勝
  磐梯第二小学校　少年消防クラブ
　　  平成28年度優良少年消防クラブ表彰
　　  消防庁長官賞

―文化祭表彰受賞者（敬称略・順不同）―

生
涯
学
習ま

ち
づ
く
り
講
演
会

11
月
３
日
（
金
）
町
中
央
公
民
館
講

堂
に
お
い
て
、
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

㈱
皇
漢
堂
代
表
取
締
役 

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
漢
方
に
よ
る
食

と
健
康
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

 ▲講演をする 氏

特集 磐梯町文化祭

▶功労表彰の▶功労表彰の
　　 さんによる謝辞さんによる謝辞

磐梯町長賞（大根）磐梯町長賞（大根）

磐梯町農業委員会長賞磐梯町農業委員会長賞
（ほうれん草）（ほうれん草）磐梯町議会議長賞（ササゲ）磐梯町議会議長賞（ササゲ）

文化祭期間中は多くの町民の皆さんが訪れました

 ▲町民の皆さんの素敵な作品が展示されました

◆農産物品評会受賞産品

 ▲青少年表彰
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磐
 

つ
藝
術
祭

つつつ

町長と制作に携わっている 教授と藝大チームの皆さん

　

10
月
１
日
（
日
）
か
ら
11
月

30
日
（
木
）
ま
で
磐
梯
山
慧
日

寺
資
料
館
に
お
い
て
、
磐
梯
と

く
い
つ
藝
術
祭
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
駅
前
工
房

に
お
い
て
、
薬
師
如
来
坐
像
の

公
開
制
作
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
22
日
（
日
）
に
は
秋
の

門
前
市
・
演
奏
会
、
28
日
（
土
）

に
は
東
京
藝
術
大
学
大
学
院

（
藝
大
）メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

つ
藝
術
祭
術

つつつ
　

11
月
９
日
（
木
）
磐
梯
町
民

運
動
場
、
磐
梯
中
学
校
、
磐
梯

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
て
、
平
成
29
年
度
磐
梯
町

総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
風
が
強
く
肌
寒
い

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、

消
防
署
、
警
察
署
、
消
防
団
、

中
学
校
、
各
種
関
係
団
体
、
町

民
の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
５
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
磐
梯
山
の
火
山
災

害
を
想
定
し
た
、
情
報
伝
達
訓

練
・
地
区
住
民
の
避
難
訓
練
・

避
難
所
設
置
訓
練
・
炊
き
出
し

訓
練
、
地
震
に
よ
る
火
災
発
生

を
想
定
し
た
、通
報
避
難
訓
練
・

救
出
訓
練
・
応
急
救
護
訓
練
・

消
火
訓
練
な
ど
、
多
く
の
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
訓
練
に
お
い
て
も
、
参

加
さ
れ
た
方
々
は
大
変
落
ち
着

い
て
迅
速
に
行
動
し
、
実
際
の

災
害
さ
な
が
ら
に
真
剣
な
表
情

で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。

＜冬季休館のお知らせ＞
　磐梯山慧日寺資料館は、

12 月 1 日（金）から平成 30

年 3 月 31 日（土）まで休館

いたします。

公開制作の様子 藝大メンバーによるギャラリートーク（10 月 28 日）

オープニングセレモニー（10 月 1日）

〜
訓
練
を
通
し
て
再
確
認

〜
訓
練
を
通
し
て
再
確
認

　
　

地
域
の
安
全
と
防
災
に
つ
い
て
〜　

　
　

地
域
の
安
全
と
防
災
に
つ
い
て
〜　

平
成
平
成
2929
年
度
年
度

　

磐
梯
町
総
合
防
災
訓
練

　

磐
梯
町
総
合
防
災
訓
練

①
町
長
へ
の
訓
練
申
告　

②
負
傷
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
及

び
応
急
処
置　

③
放
水
訓
練　

④
炊
き
出
し
訓
練

①① ②②

③③ ④④
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まちのわだい

10 月 31 日（火）町中央公民館において平成 29年度
立歯式が行われ、磐梯中学校 2年生と 6024・8020 達
成者が式に臨みました。
式では、代表者に町長から認定証と記念品が手渡され
ました。閉会後、奥羽大学歯科部口腔衛生学講座
先生による、記念講演が行われました。参加者は歯の
大切さを再確認すると共に、今後も歯の健康に気を付け
ることを誓いました。

立歯式

平成29年度新嘗祭献納者として、福島県からは布藤地
区の さんと鮫川村の さんの２名が選ばれ
ました。
5月 29日（月）には県オリジナル新品種「里山のつぶ」
の御田植式が行われ、9月 29 日（金）の抜穂式では山口
さんが「里山のつぶ」の稲穂を引き抜き、収穫されました。
式典には町長はじめ会津農林事務所長や多数の来賓の方々
が出席されました。
田植えから秋の収穫時期まで、有機資材の散布や雑草を
手で抜き取るなど、大変な苦労を重ねて栽培管理をされま
した。
10 月 23 日（月）には皇居で行われた献穀献納式に山
口夫妻並びに町長が出席し、精米した 5合の「里山のつぶ」
を桐箱に詰めて天皇陛下お出ましの下、献納しました。
今回献納されたお米は 11 月 23 日（木）に行われる新
嘗祭において振る舞われます。

新嘗祭献穀献納式

10月 27日（金）に第一小学校、11月 2日（木）に第二小学校において、マラソン記録会が
行われました。児童は、保護者の皆さんからの応援を受け、記録の更新を目指して力走しました。

マラソン記録会

 ▲第一小学校  ▲第二小学校

 ▲親子で手遊び「だいすきがいっぱい」  ▲「おいでおいでニャーン！」

 ▲御田植式

 ▲対国見町の試合の様子

　10 月 15 日（日）相馬光陽ソフトボール場にお
いて、市町村対抗福島県ソフトボール大会に出場し
た磐梯町チームが、国見町と対戦し、5対 12 で敗
れました。
初戦で敗れはしたものの、試合には教育長をはじ
め多くの方が応援に駆けつけ、選手の活躍に声援を
送りました。

市町村対抗
福島県ソフトボール大会

　10 月 14 日（土）町民体育館にお
いて、保育所ミニ運動会が開催されま
した。
　子ども達が熱心に競技に取り組む姿
に、会場からは温かい声援がおくられ、
楽しい一日となりました

保育所ミニ運動会

新嘗祭とは？

 ▲抜穂式

 ▲献納式に臨む山口夫妻

 

◀
む
し
歯
ゼ
ロ
認
定
証
の

　

交
付
・
記
念
品
贈
呈　
　
　  

◀
６
０
２
４
・
８
０
２
０

　

達
成
者
の
あ
い
さ
つ

　新嘗祭は毎年 11 月 23 日、天皇陛下が新穀
を神々に供え、ご自身も食される収穫と感謝
の祭りです。
　この事業は五穀豊穣を祈り、収穫に感謝す
る祭りであるほか、民族芸能・文化財の保護
育成や農業の大切さなどを広く認識してもら
う宮中の一大行事です。

 収穫された稲穂 収穫された稲穂

 ▲「チビッコ大冒険」

 ▲「よーいドン！」

まちのわだい
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～新しい先生が着任されました～

第
二
小
学
校
講
師

私
は
、
三
月
ま
で
猪
苗
代
町
立
猪

苗
代
小
学
校
、
千
里
小
学
校
に
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
。
磐
梯
第
二
小
学

校
へ
の
転
任
が
決
ま
り
、「
校
舎
が

き
れ
い
で
設
備
も
充
実
し
て
い
て
教

育
熱
心
な
先
生
方
と
素
直
な
子
ど
も

た
ち
で
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す

よ
。」
と
ま
わ
り
の
先
生
方
か
ら
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

実
際
に
赴
任
し
て
み
る
と
、
校
舎

内
は
き
れ
い
な
木
造
建
築
で
、
教
室

に
は
エ
ア
コ
ン
が
備
え
付
け
ら
れ
て

い
て
、
校
庭
は
広
く
、
自
然
豊
か
で

聞
い
て
い
た
通
り
で
し
た
。
ま
た
、

先
生
方
は
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ

り
、
子
ど
も
た
ち
は
進
ん
で
元
気
な

あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た
り
、
話
し

か
け
て
く
れ
た
り
で
、
す
ぐ
に
な
じ

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

赴
任
し
て
早
い
も
の
で
六
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
素
直
で
明
る
く
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
る
児
童
た
ち
や
、
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
る
保
護
者
の
方
々
、

困
っ
て
い
る
と
優
し
く
声
を
か
け
て

く
だ
さ
る
先
生
方
、
た
く
さ
ん
の
方

に
支
え
て
い
た
だ
い
て
、
毎
日
楽
し

い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
先
生
方
や
地
域
の
方
々
の
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
感
謝
の
心

を
忘
れ
ず
に
、
児
童
と
共
に
日
々
学

び
、
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
精
一
杯

職
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

　

四
月
に
、
会
津
若
松
市
立
鶴
城

小
学
校
よ
り
転
入
し
、
磐
梯
二
小

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

春
、
夏
、
秋
と
季
節
が
変
わ
り

ま
し
た
が
、
磐
梯
二
小
か
ら
見
え

る
壮
大
な
景
色
に
感
動
す
る
毎
日

で
す
。
春
は
、
山
々
の
木
々
が
萌

葱
色
に
、
夏
は
す
っ
き
り
と
澄
み

渡
る
真
っ
青
な
空
に
、
田
ん
ぼ
に

広
が
る
稲
の
色
。
初
秋
は
、
黄
金

色
の
稲
穂
に
、
真
っ
白
な
蕎
麦
の

花
。
そ
れ
は
見
事
な
風
景
で
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ

の
大
自
然
の
中
に
い
る
こ
と
を

誇
り
に
思
い
、「
磐
梯
町
が
大
好

き
！
」　

磐
梯
町
に
来
て
ま
だ
ま

だ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
ら
な

い
私
に「
水
が
お
い
し
い
ん
だ
よ
」

「
彼
岸
獅
子
が
あ
る
よ
」「
リ
ン
ゴ

も
作
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
町
を
誇
り
に
思
う

子
ど
も
た
ち
、
な
ん
て
素
敵
な
こ

と
で
し
ょ
う
。
私
も
、
い
ろ
い
ろ

な
人
に
磐
梯
町
の
素
敵
な
と
こ
ろ

を
た
く
さ
ん
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
！
」
と
い
う
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
教
え
て
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

第
二
小
学
校
教
諭

　

四
月
よ
り
磐
梯
中
学
校
で
音
楽

の
教
科
担
当
兼
支
援
員
と
し
て
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

磐
梯
中
学
校
に
赴
任
し
て
、
最

初
に
感
じ
た
こ
と
は
校
舎
が
と
て

も
き
れ
い
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
た
た
か
な
色
合
い
で
建
つ
校
舎

に
感
動
し
ま
し
た
。

季
節
が
移
り
変
わ
り
色
づ
く
磐

梯
山
を
校
舎
の
窓
か
ら
見
上
げ
る

と
、
そ
の
雄
大
な
姿
に
心
が
洗
わ

れ
る
気
持
ち
で
す
。
磐
梯
で
過
ご

す
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
豊
か
な
自

然
環
境
の
中
で
育
ま
れ
、
そ
の
素

直
さ
や
純
朴
な
気
風
が
備
わ
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
音
楽
の
授
業
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
個
人
の
考
え
で
は
あ
り

ま
す
が
、
音
楽
表
現
の
際
に
は
人

柄
や
育
っ
た
環
境
も
表
現
の
一
つ

と
し
て
表
れ
る
と
思
い
ま
す
。
磐

梯
中
の
生
徒
た
ち
の
創
る
音
楽
に

は
無
垢
で
素
朴
な
美
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
現
代
社
会
で
こ
れ
か

ら
を
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に

は
珍
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
良
さ
を
な
く
さ
な
い
で
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

磐
梯
町
で
は
学
校
行
事
で
の
音

楽
発
表
だ
け
で
な
く
、
町
の
音
楽

祭
と
し
て
幼
小
中
合
同
の
音
楽
祭

が
あ
り
ま
す
。
音
楽
に
親
し
む
環

境
が
整
っ
て
い
る
磐
梯
町
で
仕
事

が
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

今
後
も
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

中
学
校

　
　

 

非
常
勤
講
師

10 月 10 日（火）町中央公民館において、磐
梯町フィンランド教育視察事業派遣団結団式が行
われました。
視察では、世界一の教育先進国であるフィンラ
ンドの教育内容やその方法などを学ぶことを目的
としています。その成果を持ち帰り、町の幼小中
一貫教育のさらなる充実発展に反映させていきま
す。

　フィンランド教育視察事業派遣団結団式

 ▲結団式の様子

派遣団員名簿
　   （町教育委員）

　   （磐梯第二小学校校長）

　 （磐梯第一小学校教頭）

　 （磐梯中学校教諭）

　 （磐梯幼稚園教諭）

　 （磐梯第一小学校保護者）
 ▲派遣団の皆さん（前列）
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〔
磐
梯
大
学
〕

　

10
月
５
日
（
木
）
新
潟
市

方
面
へ
の
館
外
研
修
を
開
催

し
ま
し
た
。晴
天
に
恵
ま
れ
、

佐
渡
島
を
眺
め
、
弥
彦
神
社

を
参
拝
し
実
り
あ
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　

各
種
趣
味
講
座
も
最
終
回

を
迎
え
、
楽
し
く
講
座
を
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

〔
わ
た
し
の
手
仕
事
〕

10
月
19
日
（
木
）
も
の
づ

く
り
〜
ハ
ー
バ
リ
ュ
ウ
ム
〜

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
オ
イ
ル

漬
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
来

上
が
り
は
と
て
も
素
敵
で

す
。10

月
31
日
（
火
）Cooking

「
秋
の
野
菜
料
理
」
〜
免
疫

力
ア
ッ
プ
料
理
〜
か
や
く
ご

は
ん
・
大
根
と
チ
キ
ン
の
カ

レ
ー
風
味
煮
な
ど
６
品
を
調

理
し
ま
し
た
。

〔
ば
ん
だ
い
っ
子
ク
ラ
ブ
〕

10
月
28
日
（
土
）「Let's 

Cooking

」
〜
デ
コ
も
ち
つ

く
り
〜
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

団
子
の
生
地
を
着
色
し
、

綺
麗
な
お
花
の
も
ち
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

 

〔
英
会
話
教
室
〕

9
月
よ
り
毎
週
木
曜
日
に

日
常
英
会
話
を
楽
し
く
学
ん

で
お
り
ま
す
。

〔
女
性
カ
レ
ッ
ジ
〕

10
月
25
日
（
水
）「
手
作

り
教
室
」
〜
ク
ロ
ス
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
掃
除
用
コ
ロ

コ
ロ
〜
を
開
催
し
ま
し
た
。　

完
成
し
た
作
品
は
、
町
文
化

祭
に
展
示
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

☎　73-2017

FAX 73-2449

〈１２月の予定〉

　    ７日（木）　　  磐梯大学閉講式
　１９日（火）　　  わたしの手仕事「Cooking」
　２０日（水）　　  わたしの手仕事「ものづくり」
　２６日（火）      　ばんだいっ子クラブ
　〇ばんだい宝っ子教室　　６日・１３日（水）
　〇わくわく大谷っ子　　　８日・１５日（金）

〔
図
書
室
コ
ー
ナ
ー
〕

11
月
15
日
（
水
）
県
立
図

書
館
あ
づ
ま
号
が
交
流
館
・

公
民
館
に
来
館
し
、
図
書
の

入
替
を
行
い
ま
す
。
是
非
ご

利
用
下
さ
い
。

平成30年度 磐梯幼稚園入園申込みについて

１. 入園対象児童
　町内在住の次の年齢の児童
　・３歳児（平成26年４月２日～平成27年４月１日までに生まれた者）
　・ ４歳児（平成25年４月２日～平成26年４月１日までに生まれた者）
　・ ５歳児（平成24年４月２日～平成25年４月１日までに生まれた者）

２. 入園年月日
　平成30年４月１日（入園式４月10日）

３．入園申し込み方法及び受付窓口
　幼稚園で入園志願書を配布します。必要事項を記入し押印した上で提出してください。
    なお、詳しくは問い合わせ先にお尋ね願います。
　申込期間は、平成 29 年 12 月 1 日（金）から平成 29 年 12 月 11 日（月）までです。

４. 保育時間
　午前 9時から午後 2時（登園時間は午前 8時 30 分からです。）
　4月中の新入園児の保育時間は、短縮になります。

　　※なお、幼稚園降園後は磐梯町こども館が利用できます（午後６時30分まで）。

５. 通園方法
　保護者送迎による通園を原則とします。ただし、遠距離から通園する場合については
    「町内生活福祉バス」を利用することができます。

６. 昼食
　昼食は完全給食です。〇年中・年長 月額 5,000 円　〇年少 月額 4,500 円（平成 28 年度実績）

７.入園募集説明会
  11 月 30 日（木）午後 4時から磐梯幼稚園遊戯室において開催します。

◆問い合わせ先　　磐梯町教育委員会　☎ 73-2017・磐梯幼稚園　☎ 73-3474

幼小連携交流活動「いきものさがし」 運動会
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◆町職員給与・定員管理の公表◆
町職員の給与は、民間給与の調査に基づく人事院や県人事委員会の勧告及び国や他の地方公共団
体などとの均衡を考慮しながら、町議会の審議を経て条例で定められています。その概要について
公表いたします。（特に記載されているもの以外は平成２9年４月１日現在の給与実態調査等を基
にしたものです）

住民基本台帳人口

（Ｈ２9. ３. ３１現在）
歳　出　額（Ａ） 実　質　収　支 人 件 費（Ｂ）

人 件 費 率

 （Ｂ／Ａ）
                 　人

３，５７９

千円

４，０４４，１５３　

　千円

１３３，７８４

 　千円

６７３，６９２

％

１６．６６

給　　　　料 期末・勤勉手当
その他の手当

 （退職手当を除く）
 計

      　  　　　 千円

３１９，７４２

千円

１３１，９７７　　        　

千円

４１，３９３

千円

４９３，１１２

 区　分  １級  ２級  ３級  ４級  ５級  ６級  ７級  計
一般行政職の
職 務 内 容 主　事 副主査 主　査 主任主査 主　幹 参　事 理　事

職 員 数 ７人 １２人 １３人 １４人 １１人 ２人 ０人 ５９人
構 成 比 １２％ ２０％ ２２％ ２４％ １９％ ３％ ０％ １００％

一般行政職員
平 均 年 齢 平均給料月額
４２歳９月 ３２３，９００円

区　　　分 初　任　給 経　　　験　　　年　　　数
１０年～１５年 ２０年～２５年 ３０年～３５年

一般行政職 大学卒 １８２，４００円 ２５３，１００円 ３４２，９００円
高校卒 １４９，４００円 ２３７，８００円 ３３１，６００円 ４０５，９００円

区　　分 給料（報酬）月額 区　　分 給料（報酬）月額 期　末　手　当
 町　　　長 ６９５，０００円  議　　　長 ２９８，０００円 　６月期　１．５５０月分

１２月期　１．６５０月分  

計    　 　３．２０月分

 副　町　長 ５９５，０００円  副　議　長 ２５８，０００円
 教　育　長 ５９５，０００円  委　員　長 ２３８，０００円

 議　　　員 ２２１，０００円

期 末 勤 勉

手 当

 区　　　分 ６月期 　１２月期  計
 期 末 手 当 １．２２５月分  １．３２５月分       ２．５５月分

 勤 勉 手 当 ０．８５０月分  ０．８５０月分       １．７０月分

 制度上の段階、職務の級による加算措置あり

退 職 手 当

支

給

率

勤 続 年 数 自己都合退職 定年・勧奨退職
勤続２０年 ２０．４４５月分 ２５．５５６２５月分
勤続２５年 ２９．１４５月分 　３４．５８２５月分
勤続３５年 ４１．３２５月分 　　４９．５９０月分
最 高 限 度 ４９．５９０月分 　　４９．５９０月分

定年前早期退職者に対する加算措置あり（２～２０％）

特 殊 勤 務

手　　  当

 危険、不快、不健康または困難な業務に従事する職員に対して支給する手当
手当の種類 ３種類

特殊勤務手当の名称 伝染病防疫作業従事手当 ･行路病死人処理手当・出張徴収事務従事手当

時　間　外

勤 務 手 当

正規の勤務時間を超えて勤務した際に支給される手当

平成２８年度支給総額（選挙費 ･災害対策費除く )  １２，６５４千円

支給職員１人当たりの平均支給月額     　　　 　１７，８７３円

扶 養 手 当

 支　給　要　件 手　　当　　額（月額）

下記の者で他に生計の途がなく

主として職員の扶養を受けている者

・配偶者、満２２歳までの子

・孫弟妹、６０歳以上の父母

・父母、重度心身障害者

・配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　１０，０００円

・子※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８，０００円

※職員に配偶者がいない場合１人目　　　　   １０，０００円

　　　　　　　　　　　２人目以降　　　　   　８，０００円

・父母・孫弟妹・重度心身障者　　　　　　　　６，５００円

・職員に配偶者・扶養親族たる子がない場合

　　　　　　　　　　　　　１人目　　　　   　９，０００円

　　　　　　　　　　　２人目以降　　　　　   ６，５００円

・１６歳～２２歳の子（加算）    　　　　　　　  ５，０００円

住 居 手 当 借家・借間
月額９，５００円を超える家賃を支払っている職員に対し
１００円～２７，０００円

通 勤 手 当
交通機関等利用者 運賃等相当額が５５，０００円以下については運賃等相当額

 交通用具使用者 通勤距離に応じて２，０００円～４６，５００円 ( 片道２㎞以上 )

※職員の代表的な職種であり級別の職務とその職員数及び構成比です。 

６ 一般行政職の級別職員数の状況 

５ 特別職の報酬の状況

４ 職員の初任給及び学歴別・経験年数別平均給料月額の状況

※経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に民間歴などがある場合にはその期間を換算

し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

３ 職員の平均年齢及び平均給料月額の状況

２ 職員給与費の状況 (平成２９年度普通会計予算 )

１ 人件費の状況 (平成２８年度普通会計決算 )

７ 職員手当の状況

区　　　　分 Ｈ２８ Ｈ２９ 増 減 区　　　　分 Ｈ２８ Ｈ２９ 増 減

一般行政部門

議　会 １ １ ０ 特別行政部門 教　育 １６ １７ １
総　務 ２１ ２１ ０ 小　計 １６ １７ １
税　務 ３ ３ ０

公営企業部門

水　道 ２ ２ ０
民　生 １３ １２ △１ 下水道 １ １ ０
衛　生 ６ ６ ０ その他 ３ ４ １
農　林 ７ ７ ０ 小　計 ６ ７ １商　工 ３ ３ ０
土　木 ６ ６ ０

合計
人

８２

人

８３

人

１小計 ６０ ５９ △１

区　　　分 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度
一般行政部門職員 ５３ ５２ ５７ ５６ ６０ ６３ ６０ ５９
教 育 部 門 職 員 １１ １２ １４ １４ １４ １６ １６ １７
公営企業部門職員 １０ ９ １０ ９ ７ ７ ６ ７

合　　　計 ７４ ７３ ８１ ７９ ８１ ８６ ８２ ８３

８ 部門別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

※地方公共団体定員管理調査より

９ 職員数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）



15　　磐梯弘報　11月号 磐梯弘報　11月号　　14

　厚生労働省では、『国民一人ひとり、「ねんきんネット」等を活用しながら、高齢期の生活設計に思い
を巡らしていただく日』として、１

い い

１月３
みらい

０日を「年金の日」としました。
　この機会に、「ねんきん定期便」や「ねんきんネット」で、ご自身の年金記録と年金受給見込額を確認し、
未来の生活設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録を基に様々なパターンの試算を
することもできます。
　「ねんきんネット」については、日本年金機構のホームページでご確認いただくか、お近くの年金事
務所にお問い合わせください。

◆お問い合わせ　会津若松年金事務所　☎ 27-5321

◆お問い合わせ　町民課 保健福祉係 ☎ 74-1215・ハーモニー磐梯 ☎ 74-1000

　認知機能の低下がみられる高齢者のご家族・介護者が、気軽に交流・相談・リフレッシュ
できる場を提供します。また、認知症について知りたい方、在宅介護でお悩みの方、どなたでも
自由に参加できます！どんなことでもお気軽にご相談くださいね！
　皆さんがリフレッシュできる楽しい企画や認知症介護講習会、認知症の相談会等、実施します。
お誘い合わせの上、お気軽にお越しください。　お待ちしておりますヽ (^。^) ノ

◇日　時　11 月 24 日（金）　午後 1時半～ 3時半
◇場　所　ハーモニー磐梯
◇参加費　100 円（飲み物・お菓子・保険代）
※　参加申込みは不要です。送迎の必要な方は、ご相談ください。

※　お問い合わせはハーモニー磐梯までお気軽にどうぞ。

♪町かふぇのご案内　（平成 29年度　第 8回）

今回は折り紙で小物作りを
予定しています。
認知症予防にも手先を使う
ことをしませんか！
認知症に関するミニ講座も
予定しております。

磐梯霊園使用希望者受付中
名 称　　磐梯町墓地公園

所 在 地　　磐梯町大字更科字南立石 6443 番地の 2

墓所規格

使用資格　　１．町民　

 　　   ２．町民以外で以下の人　〇町内に墓地がある人　〇町に本籍がある人　〇将来町内に住む予定が

　　　　　　　　 ある人 　〇町内の人が死亡したとき、祭事を主催する人が町外の人の場合　　　　　　 

受付期間　　随時受付中

◆お問い合わせ　町民課 生活環境係 ☎ 74-1215

区　　　域 面積 永代使用料 管理料（年額）区画残数
自由区域（高さ 2.5mの範囲で自由に設置できる墓所） 9㎡ 252,000 円 4,500 円 34 区画
規格区域（町が定めた一定の規格墓碑を設置する墓所） 6㎡ 168,000 円 3,000 円 54 区画

地域包括⽀援センターだより
☎ 73-3530認知症サポーターご存じですか？

保健福祉センターだより
☎ 73-3101～健康寿命をのばそう！～

　

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

す
る
こ
と
で
、
ど
な
た
で
も
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
講
終
了
と
同
時
に
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
」と
い
う
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト（
腕

輪
）
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
国
や
市
町
村
で
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
す
運
動
を

積
極
的
に
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
特
別
な
こ
と
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
求
め
ら

れ
る
一
番
の
役
割
は
、
認
知
症
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
で
す
。

最
近
は
、
認
知
症
と
い
う
言
葉

が
と
て
も
身
近
に
な
り
、
テ
レ
ビ

や
雑
誌
で
も
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
認
知
症
と

い
う
言
葉
や
ど
う
い
う
状
態
の
こ

と
か
を
知
っ
て
い
る
方
は
大
変

多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
さ
れ
て
い
る
方
は
あ
ま
り

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て

い
く
こ
と
は
、
ど
う
予
防
し
て

い
く
か
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

ま
ず
は
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
興
味

が
あ
る
方
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
開
催
の
希
望
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
健
康
寿
命
」
と
は
、
健
康
で

自
立
し
活
動
的
に
生
活
で
き
る
期

間
を
い
い
、
人
が
ど
れ
だ
け
健
康

で
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
か
を
表
す

指
標
で
も
あ
り
ま
す
。

　

20
歳
代
の
頃
か
ら
、
健
康
寿
命

に
意
識
し
て
生
活
し
て
い
れ
ば
い

い
の
で
す
が
、
若
い
と
自
分
の
健

康
に
対
し
て
意
識
が
低
い
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
50
歳
、
60
歳
と

年
を
重
ね
る
と
自
分
の
健
康
に
意

識
が
高
ま
り
、
も
う
遅
い
と
思
う

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ま
だ
ま
だ
遅
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

今
日
か
ら
「
健
康
寿
命
」
を
の

ば
す
た
め
に
、
自
分
の
生
活
を
見

な
お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
食
事
編
】

●
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え

て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
！

●
血
管
を
強
く
す
る
た
め
、青
魚
・

緑
黄
色
野
菜
・
大
豆
製
品
・
果
物
・

酢
を
心
掛
け
て
と
り
ま
し
ょ
う
。

※
抗
酸
化
力
が
強
く
血
液
を
サ
ラ

サ
ラ
に
し
て
く
れ
ま
す
。

●
塩
分
は
男
性
8.0
ｇ\

日
未
満
、

女
性
7.0
ｇ\

日
未
満
に
！

※
香
辛
料
や
鰹
節
や
昆
布
の
う
ま

み
、
し
ょ
う
が
、
ネ
ギ
等
の
薬
味

で
減
塩
に
。

●
食
べ
る
順
番
で
高
血
糖
予
防
、

摂
取
カ
ロ
リ
ー
を
ダ
ウ
ン
！

●
食
物
繊
維
で
余
分
な
油
を
体
外

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

※
海
藻
類
・
キ
ノ
コ
類
・
豆
類
・

野
菜
類
を
心
掛
け
て
と
り
ま
し
ょ

う
。

【
運
動
編
】

●
有
酸
素
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ジ
オ
体
操
・

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
水
中
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
階
段
昇
降
な
ど
。

●
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
血
管
を
若
返
ら
せ

ま
す
。

【
生
活
習
慣
編
】

●
体
重
管
理
（
標
準
体
重
に
近
づ

け
る
）
が
健
康
へ
の
第
一
歩
！

※
標
準
体
重
＝
身
長
（
ｍ
）
×
身

長
（
ｍ
）
×
22

●
上
手
に
ス
ト
レ
ス
解
消
を
！

（
強
い
ス
ト
レ
ス
は
血
圧
や
血
糖

値
を
あ
げ
ま
す
）

●
禁
煙
（
た
ば
こ
は
血
管
の
老
化

を
進
め
ま
す
））

１
い い

１月３
みらい

０日は「年金の日」です



今月のお知らせ 今月のお知らせ

町の人口

今月の納期

今
月
の

　
　

お
知
ら
せ

　

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

政
策
課 

情
報
係　

☎
７
４
‐
１
２
２
１

 　内容 　　とき　　時間　　ところ　　問い合わせ先

　 電話番号　　出願期間　　 対象　　料金

内 問所日 時

電 料出 対

電問

17　　磐梯弘報　11月号 磐梯弘報　11月号　　16

   

労
働
困
り
ご
と
相
談
会

職
場
の
中
で
起
き
て
い

る
、
賃
金
や
退
職
、
人
間
関

係
等
に
関
す
る
困
り
ご
と
や

疑
問
に
つ
い
て
、
電
話
相
談

を
行
い
ま
す
。

12
月
17
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時

ま
で
（
電
話
相
談
）

０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
５
９
４

平
日
の
面
談
や
電
話
で
の

相
談
の
他
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
や

メ
ー
ル
で
も
受
付
け
て
い
ま

す
。福

島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
５
９
４　

E-m
ail roudousoudan@

pref.fukushim
a.lg.jp

   

休
眠
会
社
・
法
人
の

   

整
理
の
お
知
ら
せ

法
務
局
で
は
、休
眠
会
社
・

法
人
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
す
。

毎
年
10
月
頃
に
、「
最
後

の
登
記
か
ら
12
年
を
経
過
し

て
い
る
株
式
会
社
」又
は「
最

後
の
登
記
か
ら
5
年
を
経
過

し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
又

は
一
般
財
団
法
人
（
公
益
社

団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人

を
含
み
ま
す
。）」
に
つ
い

て
、
法
務
局
か
ら
公
告
が
さ

れ
た
旨
の
通
知
が
発
送
さ
れ

ま
す
。

通
知
が
届
い
た
場
合
、「
ま

だ
事
業
を
廃
止
し
て
い
な

い
」
旨
の
届
出
又
は
登
記
の

申
請
を
し
な
い
限
り
、
解
散

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
登

記
官
が
職
権
で
解
散
の
登
記

を
し
ま
す
。

詳
細
は
、
法
務
局
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
島
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門

☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
１
９
０
４

   

白
色
申
告
決
算
説
明
会

事
業
所
得
等
を
有
す
る
全

て
の
住
民
税
及
び
所
得
税
の

白
色
申
告
者
に
つ
い
て
、
平

成
26
年
１
月
か
ら
帳
簿
の
記

帳
及
び
保
存
が
義
務
づ
け
さ

れ
ま
し
た
。

磐
梯
町
で
は
、
税
務
署
と

共
同
で
、
記
帳
と
帳
簿
書
類

の
保
存
制
度
の
概
要
や
平
成

29
年
分
の
確
定
申
告
に
当

た
っ
て
の
、
決
算
の
仕
方
等

を
説
明
す
る「
決
算
説
明
会
」

を
実
施
し
ま
す
。

事
業
所
得
（
農
業
所
得
を
含

む
）、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山

林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
お

こ
な
う
全
て
の
方
が
対
象
で
す
。

12
月
１
日
（
金
）

午
後
２
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

会
津
坂
下
町
中
央
公
民
館 

２
Ｆ
「
大
会
議
室
」

12
月
４
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

午
後
２
時
か
ら
午
後
３
時
30

分
会
津
若
松
市
役
所
河
東
支
所

２
F
「
大
会
議
室
」

総
務
課
税
務
係

☎
７
４
‐
１
２
１
３

  

社
会
人
向
け
「
租
税
教
室
」

   （
出
前
講
座
）

会
津
若
松
税
務
署
管
内
租
税

教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
税

務
及
び
教
育
関
係
者
等
が
協

力
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
や
各
種
団
体
の

会
合
な
ど
に
お
伺
い
し
、
租

税
の
意
義
や
社
会
に
果
た
す

役
割
を
学
ぶ
租
税
教
室
（
無

料
出
前
講
座
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

会
津
若
松
税
務
署
総
務
課

☎
２
７
‐
４
３
１
１
（
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
「
２
」
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
）

お
知
ら
せ

■人　口　３, ５３５人 

　　男　　１, ７３１人 

　　女　　１, ８０４人

■世帯数　１，１９２世帯

■転入  ５人 / 転出   ８人

■出生  ３人 /死亡   ３人　

（平成 29年 10月 31日現在）

戸
籍
の
窓
口

◎
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
 

 

保
護
者
名

９
／
23 

9
／
28 

10
／
3 

●
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

10
／
11 

10
／
12 

10
／
17 

（
10
月
期　

敬
称
略
）

※
お
名
前
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
届
け
出
の
際
、

　

役
場
窓
口
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

11月30日（木）

国 民 健 康 保 険 税
（第４期）

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料
（第 ４ 期）
上下水道料金
お忘れなく！

問

内

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

川　
　

柳

◇　

豊
作
に 

笑
顔
い
っ
ぱ
い 

秋
祭
り　

◇　

桐
一
葉 

門
前
町
の 

昼
下
り

短　
　

歌

◇　

祝
言
に 

五
段
の
蕎
麦
で 

お
も
て
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
そ
く
永
く
と 

幸
せ
願
う

   

平
成
30
年
度
第
1
学
期

   

放
送
大
学
学
生
募
集 

テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
。
文
学
・
福

祉
・
経
済
な
ど
か
ら
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
資
格

取
得
ま
で
、
幅
広
い
分
野
の

受
講
が
可
能
。
1
教
科
か
ら

学
べ
ま
す
。
半
年
だ
け
の
在

学
も
で
き
ま
す
。

15
歳
以
上

　

第
1
回

平
成
29
年
12
月
1
日
か
ら

　

平
成
30
年
2
月
28
日
ま
で

　

第
2
回

　

平
成
30
年
3
月
1
日
か
ら

　

3
月
20
日
ま
で

１
科
目
１
１
，
０
０
０
円

か
ら詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
‐
９
２
１
‐
７
４
７
１

　

問

時

内

所 日時内 所 日日時

問内対出料問 内



今月のお知らせ

29 年 28 年
死亡事故 ０ ０
増減 ０
人身事故 13 17
増減 -4

交通事故発生状況

犯罪発生状況

◎シートベルトには事故被害軽減に大きな
　効果があります。助手席、後部座席も着
　用しましょう。
◎ 6歳未満の子どもを乗せる時は、必ず
　チャイルドシートを使用しましょう。

※その他の刑法犯には、暴行・傷害、詐欺・横領、遺失物等横領、器物損壊
　を含みます。　　　　　　　　　　　　　　　　（平成29年 10月末現在）

 　内容 　　　問い合わせ先内 問

内問

内

問

19　　磐梯弘報　11月号 磐梯弘報　11月号　　18

磐梯町内の犯罪・交通事故発生状況（猪苗代警察署調べ）

総
計

10

そ
の
他
の
刑
法
犯

3

窃
盗
犯
計

7

窃　盗　犯
そ
の
他
乗
り
物
盗

 

自
転
車
盗

 

オ
ー
ト
バ
イ
盗

 

自
動
車
盗

 

非
侵
入
盗
そ
の
他

１ 

ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
盗

畑
荒
し

 

さ
い
銭
盗

 

職
場
ね
ら
い

 

万
引
き

１

自
販
機
ね
ら
い

 

脱
衣
所
ね
ら
い

 

部
品
ね
ら
い

2

車
上
ね
ら
い

置
引
き

2

侵
入
盗
そ
の
他

倉
庫
荒
ら
し

1

出
店
荒
ら
し

　 

事
務
所
荒
し

 

金
庫
破
り

　

空
き
巣

   「
第
69
回
人
権
週
間
」

    

に
つ
い
て

毎
年
12
月
4
日
か
ら
10
日

ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と
定

め
、
人
権
に
関
す
る
啓
発
活

動
及
び
相
談
活
動
を
積
極
的

に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら

ず
、
電
話
相
談
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
悩
み
事
が

あ
り
ま
し
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
お
電
話
下
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

◆
み
ん
な
の
人
権
110
番

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

◆
子
ど
も
の
人
権
110
番

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

◆
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
１
９
９
４

お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

に
参
加
し
、
あ
た
た
か
な
言

葉
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

:/
/
w
w
w
.n
p
a
.g
o
.jp
/

hanzaihigai/joho/w
eek/w

eek.htm
l

警
察
庁
犯
罪
被
害
者
等
施
策

担
当
参
事
官
室

☎
０
３
‐
３
５
８
１
‐
０
１
４
１

 

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」

　

に
つ
い
て　
　
　

11
月
25
日
か
ら
12
月
1
日

は
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で

す
。
犯
罪
被
害
は
い
つ
誰
に

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

犯
罪
被
害
を
受
け
た
方
の
気

持
ち
に
寄
り
添
う
イ
ベ
ン
ト

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

磐
梯
弘
報
10
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
【
訂
正
箇
所
】

　

8
ペ
ー
ジ
／
ま
ち
の
わ
だ
い
（
中
段
）

　
「
市
町
村
の
花　

花
壇
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー
」

　
【
訂
正
内
容
】

　

写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
写
真
の
説
明
）

　

誤
：
記
念
植
樹
を
行
う
町
長
と
五
阿
弥
福
島
民
友
社
社
長

　

正
：
記
念
植
樹
を
行
う
町
長
と
髙
橋
福
島
民
友
新
聞
社
若
松
支
社
長

　

関
係
者
各
位
及
び
読
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

猪苗代消防署磐梯出張所からのお知らせ
☎ 73-3100

火気の取扱いに注意しましょう！

一段と寒くなり、暖房機器等を使用する機会も増えてきます。これからの時季は、火災が多く
発生しています。ちょっとした気の緩みが火災を発生させてしまいます。みなさん一人一人が、
火気の取扱いに注意しましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　 　　　 　 　　　　　　　

募集種目 資格 受付期間 試験期日

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

推　
　

薦

男子中卒（見込み含む）１７歳未満の成績
優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績を納
め、学校長が推薦できる者

平成29年
11月1日～
平成29年
12月1日

平成30年1月 6日
　　　　～      8日
　＊いずれか１日を指定されます。

　
　
　

一　
　

般
男子中卒（見込み含む）１７歳未満の者

平成29年
11月1日～
平成30年
１月9日

１次試験
平成30年1月20日

2次試験
平成30年2月  1日
　　　　～　　4日
　＊いずれか１日を指定されます。

〇将来の展望

　将来、陸上自衛隊において、高機能化・システム化された装備品を駆使・運用するとともに、国際社
会においても自信を持って対応できる自衛官となる者を養成するため中学校卒業等を対象に採用する制
度です。

◆問い合わせ先　
　自衛隊福島地方協力本部 会津若松出張所 会津若松市門田町黒岩字大坪57-1　☎27-6724

陸上自衛隊高等工科学校生徒の募集についてお知らせします

「児童虐待防止推進月間」について

毎年 11月は「児童虐待防止推進月間」です。
児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加傾向にあ
り、特に子どもの生命が奪われるなどの重大な事件が後を絶
たず、社会全体で解決すべき重要な問題となっています。
虐待を受けたと思われる子どもがいた
ら、ご自身が出産や子育てに悩んだら、子
育てに悩む親がいたら、ぜひご連絡くださ
い。あなたの 1本の電話で救われる子ど
もがいます。
◆問い合わせ先　児童相談所　全国共通 3桁ダイヤル 189

こども課こども係　☎ 74-1216・保健福祉センター　☎ 73-3101

※お出かけ前の「火の元チェッ
ク」も忘れずにお願いします！



すくすく笑 顔すくすく笑 顔すくすく笑 顔すくすく笑 顔すくすく笑 顔
3か月健診時の

赤ちゃんの笑顔です。
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ホームページアドレス http://www.town.bandai.fukushima.jp  Email:bandai@town.bandai.fukushima.jp

ちゃん（本寺）

平成 29年６⽉ 30⽇⽣まれ
くん（⼊倉）

平成 29年 6⽉ 30⽇⽣まれ

平成 29年度平成 29年度
歯科保健イメージキャラクター入賞作品歯科保健イメージキャラクター入賞作品

磐梯中（1年）　 さん

最優秀賞

磐梯二小（3年）　 さん磐梯二小（3年）　 さん

優秀賞

磐梯町における歯科保健事業推進のため、磐梯町の小中学生から歯科予防に関するイメージキャラク

ターを募集しました。「磐梯町歯科保健対策連絡会」で選考した結果、下記の作品が入賞いたしました。

佳作
磐梯第一小学校２年 さん
磐梯第一小学校４年 さん
磐梯第二小学校５年 さん

特別賞 磐梯中学校　　３年 さん

入賞者
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